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議 会 報 告 会 報 告 書 
 

令和５年１月 16日 

 

 

小田原市議会議長 

大 川   裕 様 

 

報告者 議会広報広聴常任委員長 

             池田 彩乃 

 

 

議会報告会（議場見学会）の結果について、次のとおり報告いたします。 

 

日  時 令和４年 11月 17日（木曜日）午前９時００分 ～ 午前１１時３０分 

場  所 小田原市役所 議場 

出 席 者 
池 田 彩 乃 鈴 木 敦 子 角 田 真 美 荒 井 信 一 

宮 原 元 紀 井 上 昌 彦 岩 田 泰 明  

参加人数 58名（久野小学校６年生児童 54名、教諭４名） 

内容 

小田原市議会基本条例では、市民の意見を議会の審議や政策立案に生かすため、議会

報告会や市民アンケートのほか、多様な媒体を活用し、広報広聴の充実を図るものと

定められています。 

そのような中、これまで要望に応じて対応を行ってきた議場見学会は、議会報告会と

同様に議会活動の報告という広報の面と、意見交換による広聴の面があることから、

令和３年度からは議会報告会の一つの形として以下のとおり実施しました。 

 

内容 

・市議会議員から児童に対し、市議会や議場に関する説明 

・議長室や傍聴席といった、議場以外の施設の見学 

・選挙管理委員会による選挙制度等についての説明 

・議員に対する質疑応答 

・事前に学校で学んだ内容についての学習発表 

主な質疑・意見等 裏面参照 

そ の 他  
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＜主な質疑等について＞ 

 

【質疑】建物の中を見学したとき、トイレのドアなどが木製でしたが、本物の木ですか 

【回答】小田原産の木材です。市内の一部の学校では昇降口などを木質化しているところもあります 

【質疑】これまでで成功した提案はありますか 

【回答】ありますが、同時に叶わなかった提案もあります 

【質疑】小田原の良いところは何ですか 

【回答】自然環境と、文化や歴史が受け継がれている市民力です 

【質疑】小田原をどのようなまちにしたいですか 

【回答】市民の皆さんが暮らしやすいまちとなるような政策を心掛け実践しています 

【質疑】議会のあるときの一日はどんなスケジュールですか 

【回答】本会議は 10 時から始まるため、9 時半には役所に来て打合せをしたりしています。本会議が終わった

後も、市民相談や個人の活動で動くことがあります 

【質疑】小田原を良くするために、小学生でもできることはありますか 

【回答】皆さんの思いを発信することで、その手段の一つとして陳情があります。また、町の中に落ちているゴ

ミを拾うことも小田原を良くすることにつながっています 

【質疑】10年後の小田原をどのようにしたいですか 

【回答】若者が集まるとともに、歴史や文化が重厚に感じられるまちにしたいです 

【質疑】地球温暖化対策としてどのようなものがありますか 

【回答】家にソーラーパネルをつけることや農地のソーラーシェアリング、またその補助金などがあります 

【質疑】小田原の直したいところは何ですか 

【回答】空き地や空き家が増えてきたため、企業誘致などを通して人口を増やしていくべきだと思います 

【質疑】バリアフリー対策はどうしていますか 

【回答】まずは当事者の声を聞くことから始めます。なお、傍聴席には車いす専用スペースがあります 

【質疑】やりがいを感じるのはどんなときですか 

【回答】住民福祉の増進につながったときです 

【質疑】議会は何人でできますか 

【回答】本会議では過半数が必要なので、現在 26人いる議員のうち、14人の出席が必要となります 

【質疑】議員になろうと思ったきっかけは何ですか 

【回答】子育てがしやすいまちにしたいと思ったからです 


